
※上部の「提供証明書兼領収証」は、保護者ではなく、必ず施設が作成してください。

日～ 日

○標準的な利用時間（提供時間帯）は、札幌市に届出た確認申請書のとおり。（異なる場合は施設自由記載欄に記入）

※1　利用料は無償化の対象となる利用料（特定子ども・子育て支援利用料）の額
※2　日用品、文房具、行事参加費、食材料費、通園送迎費等、無償化の対象とならない費用の額
※3　利用料(a)と限度額(b)を比較し、低い方の金額が請求額となります。

年 月 日

※上部の「提供証明書兼領収証」について、保護者が施設に無断で作成し又は改変を行ったときは、

　刑法上の罪に問われる場合があります。

※以下、請求者（認定保護者）記入欄 

（宛先）札幌市長

私は、子ども・子育て支援法第30条の11第１項の規定に基づき、施設等利用費の給付について、下記の通り請求しますので、

別途申し出る償還払いの振込先口座に振り込んでください。なお、施設等利用費の審査にあたり、次の事項に同意します。

１．申請者と認定子どもが、札幌市内に居住していることを札幌市が住民基本台帳で確認すること。

２．実際に利用していることや、利用料の支払い状況を札幌市が対象施設や保護者に確認すること。

３．課税状況を札幌市が確認すること。

令和 年 月 日

1. 請求する保護者（認定保護者）

年 月 日

2. 利用した児童（認定子ども）　※児童ごとに請求書を分けてください。

3. 在籍園の預かり保育事業の利用における施設等利用費の償還払い請求額

 提供証明書兼領収証（預かり保育事業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定子ども・子育て支援提供証明書兼領収証　　　　

保護者

(認定保護者)

フリガナ
利用した
児童

(認定子ども)

フリガナ

氏　名 氏　名

提供内容並びに領収額及びその費用の内訳

預かり保育事業の提供状況
利用料

無償化対象※1
特定費用

無償化対象外※2
限度額※3

(ア)×450円
施設自由
記載欄年月

提供期間及び
　提供日数（ア）

年 月 (b) 円
（うち 日）

(a) 円 円

施設等利用費請求書（預かり保育事業）　　

請求日

上記のとおり、認定子どもに対し
特定子ども・子育て支援を提供し
たこと、及び認定保護者から預か
り保育事業の利用料として上記の
金額を受領したことを証明しま
す。

施設・事業所名称

施設・事業所所在地

施設・事業所の
代表者職氏名

フ リ ガ ナ 生 年 月 日

氏　　　名 印
現 住 所

日中連絡のつきや
す い 電 話 番 号

認定番号(新2号、新3号)

氏　　　名 生　年　月　日 年

円

※上記「提供内容並びに領収額及びその費用の内訳」における、
　利用料(a)と限度額(b)を比較し、低い方の金額が請求額となります。

「初めて請求・振込口座を変更」する方は別紙「振込口座申出書」もご提出ください。

月 日

請求対象年月 年 月 請求額※

フ リ ガ ナ

捨印

市✔用

市✔用

市✔用

市✔用

（令和）

（令和）

（令和）

様式1 特定子ども・子育て支援提供証明書・領収証兼施設等利用費請求書

なお、特定子ども・子育て支援等に要した費用は

上記「提供証明書兼領収証」に記載のとおり。

※切り取らず、そのままご記入ください。

※本書類は返却いたしませんので、必要な方はコピーを保管してください。

【 父･母・その他（ ）】


